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Abstract Although the Oriental White Stork Ciconia 
boyciana is known to have a pair territory around the nest, 
the quantitative data was given only recently for only one 
pair．This report aims at showing individual variation of the 
territorial area by adding two examples of pairs．As a result, 
each pair had a territory around the nest as the preceding 
study, but with much variation in the size.
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　コウノトリCiconia boycianaは，一夫一妻で繁殖し，雌
雄の絆が非常に強く，一旦繁殖に成功するとペア関係は
長年継続する（Ezaki and Ohsako 2012）．一方，巣の周
辺にペアなわばりをもつことが，定性的には知られてい
たが（兵庫県立コウノトリの郷公園 2011など），このこ
との定量的な証明は，ごく最近なされたばかりである（伊

崎ほか 2021）．伊崎ほか（2021）によると，繁殖ステー
ジごとに雌雄の行動圏は変化するものの，造巣と交尾期，
育雛後期には雌雄の行動圏がほぼ一致し，「any defended 
area防衛される空間；Noble（1939）」としてのなわばり
の面積は約70haである．しかし，これらの結果は対象と
したペアがひとつであり，汎用性を検証するためには，
さらにデータを蓄積する必要がある．そこで筆者らは，
豊岡市内で繁殖する2ペアを対象に調査を行い，ペアの
なわばりについてここに報告するものである．
　調査地は，兵庫県豊岡市にある伊豆地区（緯度  
35.502°， 経度134.843°）と日高山本地区（緯度35.485°，
経度134.781°）である（図1）．いずれの地区にも水田が
広がり，近くを河川や農業用排水路が流れている．また，
付近には民家が立ち並び，一定交通量のある道路に面し
ている．調査対象は，2008年より営巣，繁殖している伊
豆地区のペア（以下，伊豆ペア）と2012年より営巣，繁
殖している日高山本地区のペア（以下，山本ペア）の2
ペアで，それぞれに対して，2015年2月から7月，つまり
繁殖期の5:00～18:30の間に2時間以上の連続観察を行っ
た．総観察日数と時間は，伊豆ペアでは34日間計100.9
時間（日平均2.97時間），山本ペアでは26日間計78.19時
間（日平均3.01時間）であった．いずれのペアに対しても，
巣付近で周囲を広く見渡せる場所に観察定点をおき，こ
れを中心とする半径1kmの円内を観察範囲とした．なお，
調査にあたっては，8倍の双眼鏡と30倍の望遠鏡を用い
てカラーリングを確認し，個体を特定して記録した．な
かでも，調査地となった巣付近でのペアの確認地点に注
目し，巣周辺の行動圏（以下，巣周辺行動圏）を明らか
にするとともに，他個体の出現の有無，出現した場合の
確認地点と，出現した個体に対するペアの行動を記録し，
なわばりを明らかにした．
　まず，伊豆ペア，山本ペアともに，ペア雌雄の確認地
点は観察範囲内におさまっていた．ペア雌雄それぞれに
対して，最も外側にある確認地点を結ぶことにより行動
圏を描くと，多少のずれはあるものの，雌雄の行動圏は
ほぼ一致していた．そこで，雌雄の確認地点で最も外側
にあるものを線で結び，凸多角形を描くことにより，ペ
アの巣周辺行動圏とした（図2）．巣周辺行動圏の面積は
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　いっぽう，繁殖期であるにもかかわらず，ペア雌雄が
常に巣周辺行動圏内に滞在しているわけではないことが
わかった（表1）．これによると，観察中にペア雌雄が巣
周辺行動圏内に滞在し続けた割合は，観察日数の31～59
％にとどまり，この行動圏から1回以上外部へ飛び去っ
た日数は32～58％であった．外部へ飛び去った際には，
観察範囲外へ出て以降も，双眼鏡をもちいて可能な限り
個体を追い続けたが，いずれの場合も見えなくなる距離
まで飛び去ってしまった．さらにわずかではあるが，観
察中に雌雄いずれかが，一度もなわばりに姿を現さない

伊豆ペアでは，188.40ha，山本ペアでは，88.10haであり，
両者の面積には大きな違いがあった．
　調査地内にペア以外の個体が出現した際に，ペア雌雄
が侵入個体を追い払った地点を図3に示す．いずれの追
い払い地点も，ペアの巣周辺行動圏内に広がっているも
のの，行動圏の辺縁部には追い払いが認められない場合
があるので，ペアの巣周辺行動圏内になわばりが存在す
ることは確かであるが，その面積は巣周辺行動圏よりも
小さく，伊豆ペアでは77.41ha，山本ペアで29.72haであ
った．

図1．調査地．調査は兵庫県北部に位置する豊岡市内の2つの地区（伊豆・山本）で行った（国土地理院地図（https://
maps.gsi.go.jp）を使用）．

図2．伊豆ペア（左）と山本ペア（右）の巣周辺の行動圏．黒丸はオス，白丸はメスの地表着地点を示し，雌雄の着地点の最外郭を
結んだ多角形が行動圏である．円は巣（×）付近の観察定点を中心とする半径1kmの観察範囲を示しているが，両ペアとも行動圏は，
観察範囲の中に納まっていることがわかる（国土地理院地図（https://maps.gsi.go.jp）を使用）．
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日も見受けられた．つまり，コウノトリのペアは繁殖期
であってもなわばり内に留まり続けるわけではなく，一
定の割合でなわばり外へ飛び去ることがわかった．この
ことは，伊崎ほか（2021）の結果にも一致する．
　本研究は，コウノトリがペアなわばりを巣の周辺の比
較的狭い範囲に有している点で，伊崎ほか（2021）の結
果を支持している．ただしその面積はペアによって大き
く異なることを明らかにした． 
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摘　要
　コウノトリが巣周辺にペアなわばりを有していること
は定性的に知られていたが，このことの定量的証明はご
く最近，しかも1ペアを対象に明らかにされたに過ぎな
い．そこで，本研究は，この社会現象に対して2ペアの
実例を付け加え，個体差の検証を行おうとするものであ
る．結果的には，ペアは巣周辺になわばりを有しており，
先行研究を裏付けるとともに，そのなわばりの大きさに
は個体差があることが明らかとなった．
キーワード　コウノトリ，ペアなわばり，面積のばらつ
き，なわばり防衛
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図3．伊豆ペア（左）と山本ペア（右）のなわばり．多角形は実線がペアの巣周辺行動圏を，点線がなわばりを示している．黒三角
はオスが，白三角はメスが侵入者を追い払った地点を示しており，両ペアにおいて，これらの点が行動圏内に分布していること，つ
まり，なわばりの存在が確認できる．また，いずれのなわばりも行動圏より面積が小さいことが分かる（国土地理院地図（https://
maps.gsi.go.jp）を使用）．

表1．コウノトリの巣周辺の行動圏内滞在．調査対象の2ペア
雌雄4個体それぞれについて，観察中行動圏内を一度も離れな
かった日数（a），観察中に1回以上行動圏から離れた日数（b），
観察中ずっと不在で一度も姿を表さなかった日数（c）を，そ
れぞれ示している．また括弧内の数値は全調査日数に対する割
合である．なお，1日の平均観察時間は，伊豆ペアについては
2.97時間，山本ペアについては3.01時間である．
個体名 a b c 計
伊豆オス 20（0.59） 11（0.32） 3（0.09） 34（1.00）
伊豆メス 19（0.56） 15（0.44） 0（0.00） 34（1.00）
山本オス 8（0.31） 15（0.58） 3（0.12） 26（1.00）
山本メス 14（0.54） 10（0.38） 2（0.08） 26（1.00）
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